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1.試料 Name ofsample(S) and chelnical fonnula, or compositions including physical fonn

■ポリ塩化ビニリデンフィルム(側mA)

・処理方法:未処理、ソーセージ(畜肉充填/レトルト処理後)

・試料サイズ:66 × 130×0.04mm

■ボリ塩化ビニリデン/ポリオレフィンブレンドフィルム(側mB)

・処理方法:未処理、ソーセージ(畜肉充填/レトルト処理後)

・試料サイズ:66× 130×0.04mm

2.実験方法及び結果(実験がうまくいかなかった場合、その理由を記述してください。)

εXperimental method and results Hyou fa11ed to conduct e入Perlment as planned, please describe reas011S

■実験方法

・中性子のビームサイズ:10mm

・サンプルは強度を稼ぐためにフィルムを厚さがlmmとなるように重ねた。

・j則定時間:6hr/点。

・散乱強度の絶対値化:BL15標準試料であるglassycarbon の測定結果と比較した。

区実験結果

図11こ側mAおよびBの未処理およびソーセージの中性子散乱プロファイルを示す。ボリ塩化ビニリデンは

結晶性ボリマーであり、製膜時に結晶化によるラメラが形成される。その配列が規則性を有しているため、

Q*0.07A'付近にピークが現れた。このピーク位置は以前にSAXSで測定した結果と一致した。また、ホリ塩化

ビニリデン/ボリオレフィンブレンドフィルム(打lmB)では、ラメラの繰り返し構造に起因するピークがブロードで

あり、小角領域の散乱が、ボリ塩化ビニリデンフィルム(打lmA)よりも大きい。
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